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子どもたちの学びを止めないために



１　熊本市の教育ICT整備



熊本地震と教育ICT整備



熊本地震からの復興に向けた、100年後の未来への
礎作りとして、子供たちへの教育ICTへの環境づくりが
非常に重要だと考えている。

子供たちが、「深い学び」「深い思考」をする多様な
学びを実現するためには、ICT整備は必要不可決である。

予算がかかるという財政上の制約はある。しかし、
一気に大量に投資することで、多くの子供達がいち早く
使用できる環境を整えことができる。
未来への投資である。

大西　一史　市長



特別支援学級１人１台

2,400台



熊本市の教育ICT整備（2018～）

iPad

３クラスに１クラス分

２３４６０台
教職員１人１台
特別支援学級１人１台

セルラーモデル

2019年度４月小学校92校運用開始
2020年度４月中学校42校運用開始

だれでも使える



導入スケジュール

　　

2018年度
先行導入校研修
8月16日～8月31日
小学校　16校
中学校　  8校
合計24校

小学校導入研修
1月8日～2月25日
小学校　76校

小学校導入校
4月運用開始

中学校導入研修
9月～11月
中学校　34校

2019年度 2020年度

中学校導入校
4月運用開始

先行導入校
９月運用開始



突然の一斉臨時休業

２０２０年３月２日～春休み

２０２０年始業式～５月３１日



①　実態調査、実証実験
②　オンライン授業モデルの構築　
③　誰もが取り組める支援体制と研修
④　実践の共有化

２　オンライン授業を始める手順・方法



子どもたちの学びを止めない
短時間で準備を行う





ロイロノート・メタモジ＋Zoomを使った授業の検証（2月26日）



おすすめ学習サイトの作成



タブレット端末（iPad）持ち帰り授業
小学校　５年生　92校
中学校　２年生　8校
　3月9日（月）～24日（月）

３学期の休校



時間を決めて健康観察　

オンライン授業のモデルを作成

学習課題を伝える　

時間をかけて取り
組む課題、教科横断
的な課題

課題に取り組んで提出　

zoom終了　

考えの共有、発表、振り返り　

zoomとロイロノート　 ロイロノート　



学校での学び
LTEを使って教室を飛び出した学び



「教える」 「学びとる」

教師が教える 子供が学びとる

アウトプット中心インプット中心

授業観の変革・授業改善を

ＩＣＴ活用で効果的に実現！

「先生が教える」授業から 
　　　「子どもたちが学ぶ」授業へ

ICTを活用し
た授業づくりの視
点の明確化



アウトプット 
創造的・自由な表現

対話を通して自分
の考えをまとめる

複数の意見をもと
に自由に意見交換



アンケート調査１
小学校　１年生～６年生
中学校　１年生～２年生
調査期間　3月30日～31日
・家庭の通信環境を調査

33%

67%

29%

71%

小学校 中学校

家庭のネット利用環境調査

ありあり

なしなし



小学校３年生～６年生（１・２年生も保護者とつながる）
中学校１年生～３年生 授業支援アプリ

ロイロノート

＋

インターネット環境を活用

Zoom

ビデオ会議

メタモジ



オンライン授業の研修（4月6～7日）
各学校2名参加　集合研修

アンケート調査２
小学校　２年生～６年生
中学校　２年生～３年生
調査期間　4月3日～8日

・カメラ機能の利用有無
等を各学校で詳細に調査



短時間（３日間）で
利用できるようになる

４月１５日スタート

子どもへの研修



健康観察
家庭と
の連絡

Zoom

ロイロノートを使った授業
カードを送る
写真・動画

オンライン授業と言われても…スモールステップでスキルアップ

ロイロ・
Zoomで
健康観察

先生が
ロイロ・メタモジで
課題を送る

子どもがロイ
ロ・メタモジで
成果物を提出

ロイロ・メタモジ
を使って

子ども同士が協働学習
学習の成果物を共有

カードを送り合い協働制作



昼間以外の時間に保護者と一
緒にスマートフォン・タブレ
ット・PC等を使用する場合

昼間保護者と一緒にスマート
フォン・タブレット・PC等
を使用する場合

昼間子どもが自分のスマート
フォン・タブレット・PC等
を使用する場合

昼間保護者と一緒にWiFi接続可
能のスマートフォン・タブレッ
ト・PC等を使用する場合

昼間子どもがWifi接続可能のス
マートフォン・タブレット・PC
等（学校用 iPadを含む）を使用
する場合

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

ステップ５

オンライン授業のスモールステップ（例）「ロイロノートを基本として」

（共通）

（共通）

・健康観察のカード（健康状態やメッセージ）を先生と交換する。 
・学校と家庭の連絡手段としてカードでメッセージを送る。

・健康観察のカード（健康状態やメッセージ）を先生と交換する。 
・写真カードを送る。

・健康観察に加え、学習課題やプリントをカードで
送り、取り組んだものを保護者と一緒に提出する。 
・写真カードを送る。

・健康観察に加え、学習課題やプリントをカードで送り、取り組んだものを自分で
提出する。  
・写真カードを送る。

・決められた時間にカードや写真で学習の成果物を提出する。 
・子ども同士がカード送り合い、学び合う。

・決められた時間にカードや写真や動画で学習の成果物を提
出する。 
・子ども同士がカード送り合ったり、zoomでビデオ会議をし
たりしながら学び合う。



オンライン授業のモデル、方法をHPで配信



ロイロノートのはじめ方
機種・OSの種類 アプリのインストール先 ログイン方法 学校ID,ユーザーID, 

パスワードの入力方法

iPone・iPad 
(iOS9以降推奨)

インストールしたアプリを開いて、 
ログインしてください。

Android 
Chromebook

アプリは不要です
ブラウザを開いてロイロノートWeb版
をお使いください。 
※下線をクリックするとサイトへ移動します。

Windows8.1,10 
Windowsタブレット アプリは不要です

Microsoft Edge80かGoogle Chromeを
インストールして、ロイロノートWeb版を
お使いください。 
※下線をクリックするとサイトへ移動します。

MacBook・iMac アプリは不要です
SafariでロイロノートWeb版をお使い
ください。 
※下線をクリックするとサイトへ移動します。

先生から教えてもらった 
学校の!を入力

先生から教えてもらった 
!とパスワードを入力

家庭のどの端末でも利用
できるように教師向けだけでな
く、家庭向けにマニュアルを作成
しWebで配信



YouTubeチャンネルで動画にして配信



指導主事とICT支援員による授業支援・研修支援

�	��� ICT����

� �
��"�
�$*,
% ��
#���

� &)
+'(�!
����
�� �
�#���


� 
���
���
���

ICT支援員を2018年度は3名、2019年度から2021年度に各年度2名
程度の増員を行い、最終的に21名程度の体制とし、少なくとも週
1回は学校訪問ができる体制を構築する。 授業支援・研修支援を中心に活動



３　オンライン授業のモデルと
　　学校の取組



オンライン授業も学校での授業も

双方向のやり取り



・苦手な先生も安心
・トラブル回避
・複数で確認
・交代で実施

チームで取り組む



ステップ１　健康観察と連絡手段　 
ロイロノートで文字（カード）によるやり取りができる

・保護者のスマートフォン・タブレット・PC　　
　等を使って実施。 

・朝から親子で健康観察用のロイロノートカ
ードを担任に送る。 

・担任はそのカードにメッセージを書いて返
す。 

→小学校の低学年でも家庭との連絡が可能、
親子でする事で保護者の安心にもつなが
る。 

戻る



健康観察をカードで提出



ステップ２　健康観察とカードや写真の交換 
ロイロノートで文字（カード）だけでなく写真等によるやり取りができる

・昼間、保護者と一緒にスマートフォン・タブレ
ット・PC等を使って実施。 

・朝から健康観察用のロイロノートカードを担任
に送る。 

・担任はそのカードにメッセージを書いて返す。 

→決まった時間にやりとりをすることができ
る。 

→返信はいつでも可能。 

※テキストカードや写真カードでのやりとりを想
定。（日記や家庭での様子など） 戻る



小学校

朝の健康観察

• Zoomで繋いで健康観察
• 一人ひとりに声を掛けて
児童と繋がる

「健康観察」朝の会のように

子どもたち同士がつながる



養護教諭やALTなどたくさんの先生と子どもたちがつながりを実感



写真を使えるようになると、できることが広がる



ステップ３　学習課題の提出 
ロイロノート等を使って、教師からの課題の提示、子どもから学習したものの提出
ができる

・健康観察に加え、課題をプリントやカード
で提示 

・学習したことをスマートフォン・タブレッ
ト・PC等を使ってロイロノートに提出。 

・その日に学習したものは、ノートやワーク
シートに書いたものを写真で撮って提出す
ることもできる。 

・教師は、提出されたものを後で添削して子
どもに返す。 戻る



中学校

課題の提示
• 教科担当が当日の学習課題を
提示する。

• 課題の提出先はロイロノート
の提出箱に。

アナログとの融合



ノートにまとめて提出
ロイロノートのカードにまとめて提出



ステップ４　学習課題の提出と子ども同士での学び合い 
ステップ３＋提出されたものをもとに子ども同士の学び合い、教え合いができる

・子どもがスマートフォン・タブレット・PC等を使っ
て取り組む。 

・決められた時間に担任（教科担任）から出された課
題に取り組む。 

・決められた時間に、数枚のカード、写真カード等を
提出する。 

・子ども同士の情報共有、担任（教科担任）とやりと
りが可能。 

・子ども同士がカードを送り合い、学び合うことも可
能。自由な時間に子ども同士でわからないところを
教え合うことも可能。 戻る



回答を共有して学びを深める



提出された成果物を共有して自分の学びに活かす



ステップ５　ビデオ会議の活用・発表 
ステップ４＋子どもがZoom等を使って学んだこと、まとめたことを発表すること
ができる

・ステップ４に課題を出したり、意見を発表
する場面でZoom（ビデオ会議）を活用。 

・子どもがロイロノートの思考ツールやプレ
ゼンテーションでまとめたものを発表する
ことができる。 

→教室での発表と同じような形式で発表する
ことができる。

戻るZoomを安全に使うために→



side in

under
小学校英語の授業で学習し

たことを自分で動画コンテンツ
にまとめて発表した例



Zoom「ブレークアウトルーム」を使ったグループでの話し合いをサポート



学習したことの「ふりかえり」



４　成果と課題　　これから



タブレット端末を活⽤したオンライン授業の取り組み状況（教育委員会）

［取り組み実績］ ５⽉８⽇現在 ⼩学校９２校 中学校４２校

グラフは、各学校⻑による⾃校での取り組み状況（ステップ）の評価を集計したもの。⼩学校においては昨年度から導⼊
していたため、⾼学年での取り組みが最も進んでいることがわかる。中学校が全学年でオンライン授業を実施できるように
なったので、今後は中学校でさらに進むように⽀援する。今後、定期的にステップの評価を⾏っていく。

1

オンライン授業のスモールステップ取組状況

ステップ１ 健康観察・連絡⼿段・・・・・・・・・・・・ロイロノートで⽂字（カード）によるやり取りができる。
ステップ２ 健康観察・連絡⼿段・・・・・・・・・・・・ロイロノートで⽂字（カード）だけでなく写真等によるやり取りができる。
ステップ３ 健康観察・学習課題提出・・・・・・・・ロイロノート等を使って、教師からの課題の提⽰、⼦どもから学習したものの提出ができる
ステップ４ 健康観察・学び合い・・・・・・・・・・・・・ステップ３＋提出されたものをもとに⼦ども同⼠の学び合い、教え合いができる。
ステップ５ 健康観察・学び合い・発表・・・・・・・・ステップ４＋⼦どもがZOOM等を使って学んだこと、まとめたことを発表することができる。

⼩学校低学年

⼩学校中学年

⼩学校⾼学年

中学校

42校
27校
20校
1校
2校

6校
3校
53校
11校
19校

0校
0校
31校
23校
38校

0校
3校
29校
6校
4校



タブレット端末を活⽤したオンライン授業の取り組み状況（教育委員会）

［制度概要］

［取り組み実績］ ５⽉２２⽇現在 ⼩学校９２校 中学校４２校

・臨時休業期間中、⼩学校３年⽣から中学校３年⽣までを対象として、⼩中学校のタブレットやインターネットに繋がっている家庭のパソコン
やタブレット、スマートフォン等を活⽤し、オンライン授業を実施。
・オンライン授業の段階を、教育センターより５段階のスモールステップとして⽰し、児童⽣徒の健康観察に加え、各教科等の学習等を、教職
員と⼦どもが双⽅向でやり取り、⼦ども同⼠で学び合いができる取組へ段階的に進んでいけるようにしている。

オンライン授業のスモールステップ取組状況

ステップ１ 健康観察・連絡⼿段・・・・・・・・・・・・ロイロノートで⽂字（カード）によるやり取りができる。
ステップ２ 健康観察・連絡⼿段・・・・・・・・・・・・ロイロノートで⽂字（カード）だけでなく写真等によるやり取りができる。
ステップ３ 健康観察・学習課題提出・・・・・・・・ロイロノート等を使って、教師からの課題の提⽰、⼦どもから学習したものの提出ができる
ステップ４ 健康観察・学び合い・・・・・・・・・・・・・ステップ３＋提出されたものをもとに⼦ども同⼠の学び合い、教え合いができる。
ステップ５ 健康観察・学び合い・発表・・・・・・・・ステップ４＋⼦どもがZOOM等を使って学んだこと、まとめたことを発表することができる。

1

グラフは、各学校⻑による⾃校での取り組み状況（ステップ）の評価を集計したもの。各学年、各校種においてステップアップが図られている。オ
ンライン授業の効果として、不登校状況にある児童⽣徒たちが健康観察や授業に参加できたこと、また、病弱で学校に登校できなかった⼦ども
たちも授業を受けられたことなどが挙げられた。今後、このつながりを継続させていく。５⽉２０⽇〜２２⽇にはオンラインで授業⽀援ソフトの使
い⽅に関する研修を⾏った。２６⽇には各学校の推進チームを対象とした研修を実施し、実践の共有化を図る。

⼩学校低学年 ⼩学校⾼学年

中学校⼩学校中学年

⼩学校低学年では、ス
テップ１が減少し、ス
テップ３、４、５へとス
テップが移⾏してきてい
る。

⼩学校中学年では、ス
テップ２の割合が増加し
たものの、ステップ４、
５へとステップが移⾏し
ている。

⼩学校⾼学年では、全て
テップ３以上で授業が実施
できた。ステップ４、５の
割合もさらに増加している。

中学校では、全てステップ
３以上で授業が実施できた。
さらに、ステップ４、５の
割合も増加している。



休校中のオンライン授業から学んだこと

•「できるところからやる」ことが、全体のレベルアップにつながる。 

• オンライン授業には不登校の子供も参加しやすい。 

• 日頃の授業のやり方がオンライン授業にも反映される。 

• ICTの活用が進んでいる学校ほど、家庭でのタブレット利用に関する問
題が少ない。 

• 「学校で授業をする意味」をより深く考えるようになる。 

• 自ら考え行動する力が問われる。



保護者の声　



オンラインの授業が増えることで・・・

一方通行にならないこと



オンラインも学校も授業改善



分散登校・時差登校　

学校と自宅で同時に授業が可能



分散登校での同時授業（5月25日）



一人１台の整備
2021年2月までに



学校での学びにも
休校中での学びにも
LTEは強い味方



プレゼン発表会学校行事での活用

在宅勤務 オンライン研修

日常のICT活用を推進


